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：：：：山川：私のフィールド ・日

海に飛ぶキツツキの散歩道

磯 孝行

られた。ドラミングするリズムに誘

われ，深い森に入り ，山道を登り，

決って遠〈まで見渡せる頂につい

I r た。しかし，そこからも私の好きな

・》 海は見えなかった。夢をみたのは

その頃だったろう。確かに夢の中

で森の鳥・キツツキが青い海を飛

んでいるのを見たのだ。

5年後の今，海のみえる丘に建

つ大学で学びながら海岸林でであ

ったキツツキを追L、かけている。コ

海の見える丘に立つ新潟大学遠望 ゲラをマツ林に追うことは難しし、。

丘から悠かに見える海の景色が好きだ。四 それでも海の風と共に林をぬうことは心おど

季折々につづるその姿は，生きとし生けるも る。 150種もの鳥たちが季節に訪れ生活して

のたちをつつみこむよう，いつもたおやかな ゆく大学では，講義を聞きながら窓越しの木

広がりをみせている。 の梢に歌うホオジロをはじめ，ヒヨドリ， シ

海のない街で育ったことからか， それとも

すべての生物たちが海からやってきたことか

らの Nostalgiaなのか，寄せる想いは限り

なくつづいている。

キラキラ光る海のうえを飛ぶキツツキをみ

たのは，いつのことだったろう。

海からはるか離れ育った街は，少し歩けば

山の樹林にいろいろなキツツキが飛んでいた。

日本特産のみどりのアオゲラ。キツツキの代

表種アカゲラ，小さなコゲラと，散策地にはみ

ジュウカラ，ジョウピタキ，イソヒヨドリも

顔をみせて〈れる。

先日の午後，校内の坂を登っている時だっ

た。ヒガラ，キクイタダキの小群が，かすか

な声をあげ，からみつくよう枝に餌を探して

いた。突然「キ・ィーツ」という戸でふり’返っ

た。木の幹を登るコゲラが，ヒラッと舞った

と思うと，そのはばたきは，キラキラと午後

の日ざしに輝〈振を背景に波のように飛んで

いった。



野鳥の生物学皿

鳥が多いとい うことについて

鳥の個体数について

鳥が多いとか少ないとか．多〈なったとか少

な〈なった，ということをよく聞く。 一般的に

も，この面への関心は割と大きL、。動物の数

というのは個体数と呼ばれる。鳥の個体数が

多いとか少ないとかし、えるためには，ある一地

域の中のすべての鳥を数えあげてからいえる
ことで，それは或る一つの地域の各種鳥類の

個体群の大きさのことだ。いろいろのセンサ

ス・ワークでこれをつかむわけだが，もちろ

ん，そのためには観察者の能力的な問題，行

う場と時に関わる外的な状況の問題，鳥の種

類による行動特性に関わる問題などによる困

難きが山づみされてはいる。少な〈とも個体群

のすべてをとらえるという，そう L、う努力を

してみた上で，更には重復して数えないよう

に気を配った上で，そこの鳥が多いとか少な

し、とかし、うことになる。

そこの鳥が多いとか少ないとかいうことは一

つの判断だがら，もちろん，空間的にも時間

的にも，他と比べてみて，はじめていえるこ

とだ。比べるとなると，同じ条件下でのセン

サスが基盤になるわけだから，一つの地域の

センサスよりもっとむずかしい問題となる。

きびしく言えば同一観察者が同時的に二ケ所

以上を調査しなければならない。こんなこと

はできるはずがない。しかし，少なくともこう

いうむずかしい問題をふまえた上で，そこの

鳥が多いとか少いとかいわなければならない

わけだ。

所で，動物の個体群というのは実像がはっ

きりしていない。一般に個体群サイズといっ

ているのは，人為的に切りとった一部分のこ

とで，ある種の個体群分布範囲の中の一定部

分（容積）の中の全ての個体数で表わしてい

る。だから，その人為的に切りとった部分の

容債に関わる個体数ということになり，単位

は容積分の羽数に当る。それはとりもなおさ

ず，個体群の分布範圏内の局所的な密度を表
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わしている。鳥が多いとか少ないとかしづ判断

の中には，その資料なり印象なりが，個体群

のどの部分かを加味している必要があるわけ

だ。個体群の分布範囲の中で，個体が集って

いるような所，つまり密度の高い所に出あえば，

鳥が多いという印象を持つことになる。

原生林といえば，森林の烏の分布状態，あ

るいは分散状態は何百年あるいは伺千年と続

いて来ていると考えられるのその意味で，原

生林内での鳥の現存状態というのは原則的で

基本的だろうと予想される。この近くだと冷

温帯性のぶな林とかE寒帯性の亜高山針葉樹
林などのいい原生林がある。そのたど中を歩

いて鳥を探してみると，たぶん，意外に静か

で，鳥は少いという印象を持つ。完全な自然

状態なのだから，さぞや鳥はたくさんいるだ

ろうと思うかもしれないが，たいていはその

期待は裳切ーられる。しかし，〈りかえして同じ

コースを，何回も歩いてみると．いつも同じ

所へ出てくることなどをも含めて，はじめの

印象よりは，やや多くいることに気付くだろ

う。林の中が静かだから，鳥が少ないと見る

わけにはし、かない。

原生林の鳥類群集とその個体数

さて，原生林の鳥の各種の個体数（実際は

局所的な個体群密度）を測定して 比べてみ

ると，多い種と少ない種とあることが分る。高

密度の鳥と低密度の鳥がある。もちろんその

中間の鳥もあるが，ちょっと群を抜いて高密

度種があることが多い。例えばかやの平のプ

ナ林であるとヒガラ， シジュ ウカラ，クロジ

キビタキ，コルリ といった所が高密度で，

他より少し披きん出てくるし，志賀高原の長

池の針葉樹林であるとヒガラ，メボソムシク

イ，ルリピタキ，キクイタタ．キが他より鼓き

ん出ている。妙なことに，それらの個体教の

多さ，つまり高密度の曜度にちょっとした違

いがある。プナ林の抜き出た5種の抜き出しか
たと，針葉樹林の抜き出た4種の抜き出しか
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たでは．後者の方がずっと鋭い。

この鋭さは，それぞれの種の個体群密度を

比べてみると分りやすい。その各種の密度の

全鳥類の合計密度に対する割合と比べると，

プナ林の抜き出た5種は少なくとも6.5%以上

の個体群密度を持つもので，最高のヒガラが

12%近い。それに比べて針葉樹林の方はいす・－ -

れも 9%以上を持つもので，最高のヒガラは

16%に達する。プナ林の主要5種の合計は41

%になるのに，針葉樹林の主要4種の合計は

51 %に達している。或る一つの表現のしかた

として，群集の優占度を示す方法がある。こ

れは個体群密度の高いもの第1位と第2位の

全体に対する割合で表わすが，上の場合，プ

ア林では20%，針葉樹林では31%になる。こ

のことは針葉樹林の方が，特定の種類が特別

多いという，その極度で，プナ林よりす．っと

大きいことを示しているわけで，わずか4種

類で鳥の全密度の半分を占めているだけでな

く，その 4種類が， 他を圧してずばぬけて多

いということをも現わしている。いわば，針

葉樹林の鳥は特別の種の方へ大いに片ょった

群集構造を持っている。その片よる程度はブ

ナ林よりも大きい。

針葉樹林では特別な4種が，どこへ行って

もよく出会う鳥となっていて，その出会いか

たは，プナ林の代表種よりも大きし、から，よ

りもっと多いという印象を与えるはずだ。そ

れをいし、かえると，群集の中で特定の種ばか

り多い片寄った群集に接触した時の方が，鳥

がたくさんいるとしづ印象を強〈持つ。つま

り，針葉樹林はヒガラとメボソムシクイと／レ

リピタキとそしてキクイタダキだらけだ，と

いう印象を強くもつわけだ。そして同時に，

それは，単純な感じの群集だなと思わせる。

そして，ブナ林よりも針葉樹林の鳥類群集の

方が単純だな，ということにもなってくる。

鳥が多いという印象の中には，鳥が単純な群

集である時に起るものもあるだろう。 よく聞

くウグイスの多い林，ウグイスが多〈なって

来た，といったような印象の多くは，ウグイ

スだらけの林を言っていると思われるふしが

ある。

ウグイスはササなどを含む薮の多い所を好

む。原生林の中にも若干個体数がし、て，或る

プナ林では6%位，或る亜高山針葉樹林では
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2%位。それは，林内の特別な所にいる。原
生林内の樹木の分布は決して均一ではなく，

200年から300年になる巨大な樹木が一本枯

れると，何年もかけて徐々に倒壊への過程を

たどるが，その樹冠はそっくりと空いて陽が

さしこみ，いわゆる空地となる。 この空地に

ぞくぞくと薮が発達し，その薮が一時代を寵

歌する。その閉そこにウグイスは幾世代かを

過すのだ。原生林時代には，ウグイスは林の

鳥類群集の複雑さのほんの一司lにかかわって
いるに過ぎなし、。 そして空地をめぐって林内

をさまよう個体群だ。しかし林を破壊すれば

それは空地が全面的にできた状態になり，一

帯はウグイスだらけになる。その根は云うま

でもなく原生林の中にあったのだし，原生林

が復雑さを失うとともに，ウグイスが多いと

いう単純な鳥類群集に変ったのだ。

プナ林よりも亜高山針葉樹林の方が鳥類群

集として単純であり，独裁者的な傾向を強め

る種が頭角を現わしてくる。この傾向は高山

荒原へ行くとこれ以上ない躍に極端になって

来る。カヤクグリとイワヒパリの2種が他を

圧倒して多い。それもハイマツがある所にカ

ヤクグリ ，露出砂喋地を含めて岩石地にイワ

ヒパリがし、て，その二つの環境がモザイク状

に直ぶから，これら2種の多い鳥類群集を示
している。もしハイマツだけならカヤクグり

だけになるかも知れなし、。他に抜きん出る高

密度というのは，その生活環境の単純さと，

それを占有する種類の独占権のようなものに

よって達成される。鳥が多いという場合の内

容には，このようなことがつきまとってい

る。
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妙高週阜とは，カノレテ’ラをもっ典型的な二重

式火山の妙高山（2446'm），それより少し離れ

たところにあって非火山の火打山（2462m) 

その隣りにあって活火山の焼山（2400m）の

3つの山（妙高三山または頚城三山という〉

に，妙高外輪山や黒沢岳など中間の峰および

焼山の峰続きにある金山 ・天狗原山などの峰

々を総称しています。この連峰は上信越高原

国立公圏内にあり，その一部は県内最高級の

鳥獣生息地として妙高山鳥獣保護区となって

おり，またライチョウの棲む火打山 ・焼山を

中心に一部は特別保護区となっています。

さて，妙高連峰内の鳥類については，これ

までにい〈つかの機関ゃ団体などで調査が行

われて報告書も出されており．また多〈の探

鳥会も催されて出現濯も記録されています。

しかし未調査部分ゃ不充分な所もあり，妙高

連峰全般にわたる調査はまだされていません。

過去の調査も殆んど繁殖期のもので，それも

その後の環境の変化などで，生息種や個体数

が変動しているところもあります。

以上のように現在における妙高連峰の全般

的な鳥相は把握できませんが，ここでは妙高

三山を中心に繁殖期の鳥相について，最近の

私たちの調査も加えて，探鳥行の参考として

解説的にその概況を述べることにします。

植生の概観

妙高山は外輪山を含めて地質的には火山に

よって生じた比較的新しい地層ですが，火打

山は海底の隆起によって生じた山で古い地層

です。従って妙高山と火打山では2000m以

上の植生が大分異っています。妙高山本峰は

外輪山より新しい地層のため， 2000m以上は

ダケカンパを主とする落葉広葉樹で占められ，

－頂上に近ずくにつれて，ミヤマハンノキ，ナ

ナカマドなどの中低木が多くなります。これ

に対し火打山は 2000m以上にダケカンパ，

ライチョウの生息する早春の火打山 （右） と焼山 （左）、，
ヤマハンノキなどの落葉樹と共に， ところに
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よりオオシラピソなどの針葉樹林もあり，高

山帯の2300m以上の南面と東面にはハイマツ

の群落が発達し，また頂上附近と南面の一部

は草原となって．夏季は Hお花畑Hとなります。

焼山は現在も活動し，近年も何回か爆発し

2300 m以上は裸地となっています。裸地の下

部はまばらな草原に続いてハイマツが散在し

ミヤマハンノキなどが矯小低木化しており．

火打山と似ているところがライチョウの生息

と関係しているようです。

亜高山の植生を示すオオシラビソを主とす

る針葉樹林は 1700～2200m附近に散在して

ますが，登山道で見られるのは笹ケ峰から火

打山に至る十二曲りの上部休み場から富士見

平に至る間，高谷池から火打山に向う途中の

天狗の庭までの右手東側部分などです。

低山帯のプナ林は lOOOmから 1600m附近

に分布してますが，近年国有林の伐採が進ん

で大分少な〈なって来ました。それでも登山

道附近はまだいくらか残されています。

なお山麓帯には広いスキー場にH かや場H

と言われる草原と，昔は陸軍の演習場（現在

は自衛隊で一部使用〉であった所の中低木林

とが，相当の面積をもって広がっています。

こうしたさまざまの植生状態による生息環

境の多様さは，必然的にこの地域の野鳥の種

類を多〈しています。



妙 高連峰の野鳥リ ス ト

科 名 種 名 備 考 科 名 種 名 傭 考
l カイツプリ 1. カイツブリ いもり池 66.カヤクグリ
2.サギ 2. ヨシゴイ 過去に 30.ヒタキ 67.コマトリ

3. ゴイサギ ，， （ツグミ亜科〉 68.コノレリ
4. アマサギ 稀いもり池へ 69.ノレリピタキ
5. アオサギ 70.ジョウピタキ

3. ガンカモ 6. コハダチョウ 稀妙高貯水池へ 71.ノピタキ 山富主で繁殖
7. オγドリ 乙見湖 72.イソヒヨドリ 迷行
8. マガモ 稀いもり池へ 73.マミジロ
9. カノレカ’モ 高谷池でも繁殖 74.トラツグミ
10.コガモ 稀大倉池へ 75.クロツグミ
11.キンクロハジロ 稀 いもり池へ 76.アカノ、ラ

4. ワシタカ 12.ハチク7 77.シロノ、ラ
13.トピ 78 . ...，.ミチャジナイ
14.オオタカ 79.ツグミ
15.ハイタカ （ウグイス亜科〕 00.ヤブサメ
16.ノスリ 81.ウグイス
17.サ・ノパ 82.コヨシキリ
18.イヌワシ 火打山 ~－オオヨシキリ

5. ハヤブサ 19.ハヤブサ 84.メポソムシクイ
6. ライチョウ 20.ライチョウ 火打・焼 ・金山 85.エゾムシクイ 修勤途上
7.キジ 21.ヤマドリ ffi.センダイムシタイ

2'2.キジ 87.キクイタダキ
8. クイナ 23.クイナ 稀いもり池へ 88.セヴカ

24.ヒFイナ
’＂ 
，， （ヒタキ亙挙十） 89.キビタキ

25.パ ン し、もり池 90.オオノレリ
9. チドリ 26.イカルチドリ 91.サメピタキ
10.シギ 2＇（，イソシギ ~－エゾピタキ 移動途上

28.オオジシギ 93.コサメピタキ
11.ヒレアシシギ 29.アカエリヒtノアシみキ・稀いもり池へ 併サザギじ伴亙蹄 94.サンコウチョウ
12.カモメ 30.ユリカモメ 迷行 31.エナガ $.エナガ

13.ハト ;jl.キジパト 32.シジュウカフ 96.コガラ
32.アオパト しもり池周辺 97.ヒガラ

14.ホトトギス ;j;j.ジュウイチ re.ヤマガラ
34.カγコウ 99.シジュウカラ
35.ツツドリ 33.ゴジュウカラ 100ゴジュウカフ
36，ホト トギス 34.キパシリ 101.キパ‘ンリ

15.フクロウ 37 ::Jノハズタ 35.メジロ 102.メジロ
38.オオコノハズク 36.ホオジロ 103.ホオジロ
39.フクロウ 104.ホオアカ

16.ヨタカ 40.ヨタカ 105.カシラダカ
17. アマツノミメ 41.ハリオアマツパメ 106.ノジコ

42.アマツバメ 107.アオジ
18.カワセミ 43.ヤマセミ 1(泡.？ロジ

44.アカ・ンョウピン 37.アトり 109.アトリ
19.キツツキ 45.アオゲラ 110.カワラヒワ

46.アカゲラ 111....，.ヒワ
47.オオアカゲラ 112.ベニヒワ
48.コゲラ 113.ハヂマシコ

2).ヒバリ 49.ヒパリ 114.イスカ
21.ツパメ 50.ツパメ 115.ベニマシコ

51.イワツバメ 116.ウソ
22.セキレイ 52.キセキレイ 117.イカノレ

53.ハPセキレイ 118.シ メ
54.セグロセキレイ 38.ハタオりドリ 119.ニュウナイスズメ
55.ピンズイ 火打山 120.スズメ
56.タヒバリ 39.ムクドリ 121.コムダドリ

23.十Jンョウグイ 57.サン、ンョウクイ 122.ムクドリ
24.ヒヨドリ 58.ヒヨドリ 40.カフス 123.カケF、
25.モズ 59.チゴモズ 124.オナガ

60.モズ 125.ホシガラス
26.レンジャク 61.キレンジャタ 126.ハ・ンポソガラス

62.ヒレンジ十ク 127.ハ・ンブトガラス
27.カワガラス 63.カワガラス 計
28.ミソザザイ 64.ミソサザイ 40科 127種 ‘ 

29.イワヒパリ 65.イワヒパリ 妙高山頂附近
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繁殖期の鳥相で注目されること

山麓帯を含めてこれまでに知られている妙

高連峰の野鳥をリ ストにして表示しましたが，

この中には過去には生息が確認されてますが

現在は確認されないものも含めてあります。

繁殖期の鳥相で注目されることは，

(1）低山帯中部から亜高山帯にかけて，ク ロ

ジが多いこと。

(2）亜高山帯から高山帯にかけてルリピタキ

が多しコマドリも針葉樹林を中心に比較

的多いこと。

(3）低山帯上部から高山帯の広い地域にわた

り，メポソムシクイが多いこと。

（引火打山 ・焼山 ・金山の各頂上近〈には氷

河時代を生き残ったライチョウが繁殖してい

ること。

(5）山麓帯の演習場だった中低木林地帯には．

県内でも生息分布が局地的と言われるホオ

アカが多いこと。

（同上記の中低木林地帯（標高500～600m)

にノピタキが繁殖してし．、るこ と。過去にも

池の平カヤ場の llOOm附近で本種の繁殖が

確認されています。（県内でノピタキの繁

殖が知られているのは，ここだけです）

妙高山へ

妙高山への登山ノレートは，池の平口と赤倉

口（観光ホテル口が一般〉それに燕温泉口が表／レ

ート，燕温泉から裏の長助池を回ってゆく裏ノレ

ートもあります。ノトトにより出現種と個体数に

若干の差はありますが，大き〈は異ってL、ないよ

うです。山麓から登るにつれて．ウグイス，オオ

ノレリ，ヒガラ，コルリ，ミソサザイ，クロジ，キビ

タキ，メボソ，ホシガラス，コマ ドリ（裏ルートだ

け），ルリピタキ，イワヒパリ（頂上｝付近〉の声が

きかれます。

なお，表ルートから登って裏を下り，更に

大倉乗越から黒沢池を経て，火打山に向うの

も探鳥によいコースです。

笹ケ峰附近

笹ケ峰には牧場あり種々の施設ありで，夏

はキャンプ場として賑わいます。南東の一角

に植林したドイ．ツトウヒの成林地があり，繁

殖期にはここで夜明けと共にアカハラ，イカ

yレ，キクイタダキ，ヒガラ，コルリなどが一

斉に鳴り出してすばらしいコーラスになりま

す。また奥の方， 真J11の杉之沢橋を渡って対
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岸の展望台から乙見峠への林道を辿ると，キ

ビタキやゴジュウカ ラなど森林に生息する多

くの鳥に出合うことができます。

ホトトギス科4種類の戸もきかれ，ニュウ

ナイスズメやオシドリも繁殖してい玄す0.

笹ケ峰から火打山へ

火打山への登山／レートはし、くつかあります

が，一般向きの笹ケ峰から登るのが探鳥コー

スとしても適しています。

笹ヶ峰を出るとぞがてプナ林に入り，コノレリ，

クロジ，キビタキ，ヒガラ，コガラなどの声がきか

れ，黒沢川を渡るとプナの他にミズナラなどが

多くなり，この中でミソサザイ，マミジロ，メボソ

などの芦も加わります。ここの十二曲りから尾

根に出ると間もな〈コメツガからオオシラピソ

の針葉樹林となり，コマドリやルリピタキの

さわやかな芦がきかれます。

針葉樹林を過ぎるとダケカンバを主とする

樹林となり，高谷池から天狗の庭を通って雷び

しあたりまで，ウグイス，メボソ，ウソの他

カヤクグリ，ピンズイが多〈，ホシガラスも

よく現れます。頂上近くのハイマツ帯とお花

畑には，ヒナ連れのライチョウが現れること

があり，時にはイヌワシの姿も見られます。

頂上附近の岩場にはイワヒパリもいます。

焼山と金山

焼山と裏金山を含む金山にもライチョウが

生息していることが 1975～6年の調査で明ら
かにされてますが，この地帯の鳥類全般にわ

たる調査はまだ行われていません。

【参考にした刊行物】
1 ）妙高山および苗場山周辺における鳥類のせい
息状況調査報告書
1970年3月 新潟県農林部治山諜

2）千葉晃；妙高高原の鳥類 特に妙高高原
有料道路連設計画との関連において
1975年3月長岡市立科学博物責轍告第10号

3）新潟県野鳥愛護会：掬城山機のライチョウ
1977年3月 新潟県・妙高高原町

4）妙高三山の自然観察 妙高山・火打山・焼
山とその周辺 （パンフ）
1980年 日本自然保護協会

5）新潟のすぐれた自然植物編
l 983年3月 新潟県生活環境部自然保護課

なお野鳥リストの作製にあたり，古Jll弘氏より
ご教示党いただきました。



北魚沼地区理科教育センター

今井隆夫

トンボは一般に4枚の紗のようなはねを持

ち，目玉が大きくて，細長L、からだをしてい

る。日本に産するトンボの大小のレコードホ

ルダーは最大がオニヤンマの♀の体長 llQmm

内外，最小がハッチョウトンボの体長2Qmm程

度である。また，この仲間の中では特異な存

在であるアキアカネ（鳥のように渡りをする

ことで知られている）以外は，幼虫時代に生

活する水域からあまり離れないで一生を送る

のが特徴である。

幼虫はヤゴといい，水中生活をする。そし

て，その水域によって種の凄み分けをしてい

る。止水と流水，大湖と池沼，湿地，上 ・中

下流，挺水植物や底質，沈債有機物，さらに

は水域をとりまく空間や木陰の有無などの環

境によって生息する種が分かれている。この

ことは，幼虫が水域の環境変化に敏感である

ことを意味している。最近，これらの特徴を

利用して，その水域の環境評価を行おうとす

る動きがある。

トンボの一生については，成虫，幼虫とも

に肉食で，わりあいに飼育が函難なためか確

諒されてし、る種類はきわめて少なし、。県内に

産するトンボ類は1年に1回出現する 世代

l年型のものが多いが，／レリボシヤンマ，オ

オルリポシヤンマなどでは1世代が2～3年，

さらにムカシヤンマなどではそれ以上，ムカ

シトンボは最高に長くて 7～ 8年を要する も

のと推定されている。しかし，クロイトトン

ボなど一部のイトトンボの仲間はl年に2回

発生することが認められているし，ウスパキ

トンボは夏期には産卵後1ヶ月余りで羽化す

るといわれているが，県内で越冬するかどう

氷河時代の生き証人、ホソミモリトンボ
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かは確認されていない。また，オツネントユ〆

ボなどのように，成虫で越冬する種もいるがー

県内での詳しい記録はない。
‘、

大多数のトンボ類では一生の中でもっとも

長い日教を送るのは幼虫潮間である。 9～14

回近い脱皮を行って成虫になるが，その聞の

生活様式は種によっておおよそ一定しており，

生活型によって H よじのぼり型H Hはい歩き

型 H H もぐりこみ型H の3つの型に分けられ

る。よじのぼり型は池ゃ沼などの止水域やゆ

るやかな流れの溝川などに生育し，水車や挺

水植物あるいは水底の落ち葉の表面芯£につ

かまって生活するタイプで，この仲間にはイ

トトンボぞものさしト ンボ，ヤ二とマ科などが

はいる。はい歩き型はli:水や流水域の広い範
囲にわたって生息し，水底にうずく 支って生

活するもので，イトトンボのー官l，ェゾトン

ボ，ヤンマトンボ，トンボ科のものがどれに
ー；r

はし、る。もぐりこみ型は止水や流水の主とし

て砂泥底のところに生息ν，砂や泥の中に体
をほとんど埋め，腹部の末端と複眼だけを泥

の外に出している。オニヤンマ，サナエトン

ボの仲間がこれにはいる。水中から広い空に

飛び立つ時，トンボは何を感じているのか。
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＝野鳥研究r二ご二~ご二プ三二ー＝

猛禽類の繁殖年令について

風間辰夫

1.はじめに

日本産の猛禽類の繁殖年齢については，こ

れまではっきりした研究がなされていなし、。

筆者は，1971年から現在まてe新潟県傷病鳥救
護舎において，県内で保護された鳥獣（大型

の鳥獣を除〈）の治療，飼育をしているが，

その教は鳥類 150種余， 2300羽を越え，獣

類は9種， 30頭余になっている。このうち種

類別では最も多〈保護されている猛禽類に特

に注意し，繁殖年令を具体的に実験してみた。

その結果は一部山階鳥類研究所研究報告及び

同研究所の応用鳥学集法に報告したが，Ural

owl （フクロウ 〉の繁殖年齢の報文は， 1983

年 HEIMOMIKKOLA著の「Owls of 

Eur op e」の中に取り入れられたほか，アメ

リカ，イギリス，フィ ンランドの大学から別

刷の送付依頼を受けた。

猛禽類の世界的な繁殖研究で知られている

アメリカのコーネル大学では，ハヤブサを絶

滅から救うため，すでに2000羽filのハヤブ

サを人工繁殖させて自然界に復帰させてしる。

筆者の実験が将来絶滅にひんする種が発生

した場合、これらのー援ともなれば幸と思っ

ている。新潟県傷病鳥獣の保護飼育にあたっ

ては，1980年以降新潟県猟友会の修理総一郎

氏に全面的に携わっていただいているので．

その点読者の皆さん方に御紹介をし深謝申し

あげる。

2.実験の方法

実験は，幼鳥で保護されてきた個体を中心

に，雄については交尾行動，雌については産

卵をもって繁殖年齢とみなした。また若鳥な

いし成鳥については羽毛の状態及び虹彩から

年齢を推定し，幼鳥と同様の実験をした。

具体的な記録等は紙面の都合で省略させてい

ただく。

3. 各種の繁殖年齢

(1）ハチクマ

本種については，成長l，若鳥l，幼鳥

lの計3羽を保護し飼育したが，若鳥の

雄個体について観察したところ．ふ化後

ほぼ2年目（ふ化は5～6月とみなした〉

に木枝に止まってさかんにピーョ， ピー

ヨと鳴き，虹彩の黄色が濃い色になって

きたので，本種は生後2年目から繁殖年

齢に達するものと思われた（ワシ，タカ

類は繁殖期になると成鳥の雄の虹彩が変

化する種が多い ）

(2）オオタカ

本種については，幼鳥3羽（雄l，雌2)

を保護飼育したが，成鳥羽になるのがふ

化後16ヶ月であり， 2年目から繁殖年齢

に達するものと判断された。本種につい

てはふ化後約3年目に成鳥羽になるとい

われていたが，それはちがうのでここに

訂正しておく。写真のオオタカの雌は成

鳥。羽である。

(3）トピ

本種は保護される傷病鳥の中で，ベスト

2であり．（ベス ト1はドパ ト）230羽を

越えている。本種はふ化後2年目からで

あることは，雌10羽にすべて産卵させた

のではっきりしている。長寿個体は一本

足（トラパサミにかかり欠損） の雌で，

1971年に収容し（当時ふ化後2年位で

あった〉現在まだ元気でいるので飼育し

てから13年になるが，まだ産卵能力があ

る。産卵教は年l回2卵と決まってし、る。
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(4）ツミ

本種については．成鳥1（雌〉．幼鳥3（蛙

l，雌2）の4羽を保護したが，成鳥羽に

なるにはオオタカ同様16ヶ月かかる。 本種

については野外で観察した場合，繁殖期から

10月ころまでの成鳥雄の虹彩はぶどう色で

あり，この色になるにはふ化後15ヶ月以上

であることはわかったが，このぶどう色が

1年中｜司じ色であるかどうかは不明（筆者

は繁殖年齢は継続しているものと思っている）

である。雌成鳥の虹彩は黄色である。繁殖

年齢はふ化後l年ではなし、かと思われる。そ

の理由は1975年6月23日，新潟県キジ養殖

場（傷病鳥救護舎と同じ場所〉へ，本種の雄

がスズメの幼鳥（キジの放飼場へ入り，人間

の姿を見て逃る時，網の目からよく出られ

ないため，速度が弱まってきて飛び出ると

ころを殆んど連日捕獲しにきていた〉を捕

獲しにきていたのを観察したところ，虹彩は

黄色（茶色がかった貰色〉であったので1

年とみなした。

(5）ノスリ

本種については，16羽ほど保護したが，この

うち雌の1羽について産卵させたが，これは

ふ化後2年目の個体であったので，繁殖年齢

は2年目と思われる。なおノスリの人工飼育

下における産卵は日本で初めてである。

(6）サシバ

本種は， 20羽ほど保護した抗タカの中では

一番簡単に産卵した。 1番多〈産卵しーたのは

9卵であり次は6卵であっfこ。本種はふ化後

1年て紫策する。羽毛が主だ完全な成鳥羽にな

らなし、うちに繁殖年齢に遣するものである。

(7）イヌワシ

本種については，現在雄雌l羽づっ飼育して

おり，繁殖年齢はふ化後4年目であることが

判明した。これは1977年11月に保護した雄

、と思われる個体が1981年1月20日頃から．

飼育者がケージの中へ毎日水を変えるため入

るとその人間の背中に飛び乗って両翼をばた

つかせ，ピーヨ，ピーヨピーヨヨ，ピーヨヨと

鳴きながら，いわゆる擬似交尾をした。時間

は5～10秒位であり，この行動は大体4月

20日頃まて続けられた。その後毎年行ってお

り，保護された時，幼鳥であったので繁殖年

齢がふ化後4年目であることが判明した。

(8）トラフズク

本種については7羽保護したが，産卵させる

ことはできなかった。しかし野外における

繁殖期の虹彩の色と，飼育した結果ふ化後

l年目の虹彩の色が繁殖期には同じになる

ので，繁殖年齢はふ化後1年と思われた。

(9）オオコノハズグ

本種については，17羽保護したが，山階芳

麿先生からシマフクロウの人工繁殖に応用し

たレので，オオコノハズクの繁殖を実験する

ようお話があった。そこでたまたま雄と

雌と思われる個体を判別し，ぐ司自旬、にしてケ

ージに入れておいたところ， 4月になって

地上に穴を掘り産卵寸前になった時，うっ

かり戸を完全に閉めなかったため，2羽と

も逃げてしまった例があった正この個体は

保護時幼鳥であったのでl年目に繁殖年齢

に達することが判明した。山階先生にこの

お話をしたところ犬変残念がられていた。

(10）アオパズク

本種は13羽保護したが，産卵までに至ら

なかった。虹彩，羽色からふ化後1年で繁

殖年齢に達するものと判断された。

(11）フクロウ
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本種は72羽保護したが，これは具体的に実

験し，ふ化後11ヶ月目で繁殖年齢に達する

ことが判明した。筆者はうっかりして山階

鳥類研究所研究報告に 10ヶ月（ 5月に幼鳥

が保護されたので6月から 1ヶ月百と教え

翌年の3月に産卵したので10ヶ月とした〉

と書いたが，これは実際には11ヶ月となり

ヨーロ ッパの研究成果と一致したわけであ

る。

以上判明した種についてのみのべたが，今後

は更に具体的に実験し，先進国並みに絶滅寸

前の猛禽類が現われた場合，いつでも繁殖で

きるよう確かなデータを蓄積しておきたいと

思っている。 （新潟県環境部自然保緩稼）



r~調査研究λ ー戸<J"》ι.n<.k?-、

新潟県におけるサギ類の繁殖

コロニーと各種の分布調査

はじめに

サギ類のうち，コサギ，チュウサギ，ダイ

サギ，アマサギ，ゴイサギ，アオサギなどの

種は，いずれも繁殖に当って集団で営巣する

ことが知られている。このようなサギ類の集

団営巣（繁殖コロニー〉は，一般に餌料生物

の豊かな地域に存在すると思われることから，

その周辺地域の環境を評価する上で貴重なも

のであるが．一方では，悪臭，騒音などの害

性がしばしば問題になり，全国的には有害鳥

獣駆除の対象になったり，地域住民によって

追い払われた例などもあることから，その保

護対策が問われていることも事実である。

新潟県内でも，このような繁殖コロニーの

存在や，その盛衰はいろいろと話題になりな

がらも，これまでその分布や種類構成，個体

数などの実態が調査されたことはなし全県

的な調査が待たれていた。 また，近年コサギ

やアマサギなどが県内に広〈見られるように

なってきたことから，これらの分布について

もコロニーとの関係において大いに興味が持

たれてきた。本会では，このような現状を踏

まえて，1982年に県内におけるサギ類の繁殖

コロニーと，サギ類各種の分布を把握する目的

で，会員にアンケー ト調査をお願いした。回

収された回答教は，すでに報告したように予

想外に少なし県内全域の現状を知る上で十

分とはし、えないが，今後の調査に資する意味

もあって，ここに取りまとめて報告すること

Iζzした。

布分の
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図 1 ゴイサギの観察地点 （5～ 8月）

23通の回答（回答率11.4%）のうち，繁殖

コロニーが確認されたのは8地域であった。

〈表 1) これらの地域をみると，下越地区4

カ所，中越地区3カ所，上越地区lカ所で，

下越の平野部に多く分布していた。コロニー

のある環境は，河川13カ所，低山地2カ所，

堤 lカ所，潟湖1カ所，不明1カ所で，全体

に水域周辺に多く分布していたが，河川流域

では阿賀野川と信濃JIIの二大河川流域に限ら

れていた。営巣が行われている樹林をみると，

平野部の水域周辺のコロニーでは，すべて河

川｜敷ゃ中洲などに存在するヤナギ林であった

が，低山地のコロニーではスギ林が利用され

ていた。

2. コロニーの種類構成

報告された8カ所のコロ ニーで観察された

サギ類は合計5種類（ゴイサギ，アオサギ，

コサギ，チュウサギ，アマサギ）であった。

そのうち，ブイサギは7カ所に，アオサギと

コサギは4カ所に，チュウサギ左アマサギは

それぞれ2カ所に分布していた。各2 ロニー

の種類教の構成をみると；・3種が混棲してい

-1 0ー



たコaロニマが4カ所，l種だけから成るコロ

ニーが2カ所で，その外は4種混棲と 2種混

棲のコロニーがそれぞれlカ所づつあった。

3種が混棲していた4カ所のコロニーでは，

ゴイサギーアオサキLーコザギとし、う構成が2

カ所，ゴイサギーコサギーアマサギ及び，ゴ

イサギーコサギーチュウサギとし、う構成がそ

れぞれ1カ所づつあった。また， l種だけか

ら成るコロニーは，ゴイサギ（ 1カ所）とア

オサギ（ 1カ所）によるものであった。

3. コ口こーの規模

個体数が報告された6コロニーで，その総

個体数をみると，長岡市信濃JIIの3000羽以

上が最高で，小出町のアオサギの 37~が最少の

規模であった。全国的なコロニー調査では，

10 0～50 0羽規模のコロニーが最も多〈報告

されているが，本調査でもこの範囲に入るコ

ロニーが3例で最も多かった。ところで， 1000 

羽以上のコロニーは長岡市から2例報告され

ているが，いずれも3種が混棲しているコロ

ニーで，各種の個体数をみると，ゴイサギの

個体数が圧倒的に多いことがわかった。

H サギ類各種の分布調査

ゴイサギ i本種は営巣コロニーも多〈，個

体数も多い種であるが，観察報告は9地域か

ら13例を得たにすぎなかった。その観察地点

は図1に示した。下越地方の平野部から，信

濃:Jll流域に沿って観察報告が多くなっている。
r--ー、

-

図2ーアオサギの観察地点 （5-8月）
噌

E
4

d 

パ
的

ν

図3 コサギの観察地点 （5-8月）

観察された環境をみると，河川15例，潟湖3

例，水田2例，その他（海岸など） 3例であ

った。

アオサギ；粟島を含めて県内 13地域から

33例の観察報告があった（図2）。信濃Jll,

阿賀野川の流域に多いが，新潟市の鳥屋野潟

や豊栄市の福島潟などの潟湖にも広くみられ

た。また，内陸部である東頚城郡の松代町ゃ松

之山町にも飛来していた。観察された環境を

みると，河川18例，潟湖10例，水田1例．海岸

l例，上空通過l例，有司用2例という内容であ

った。観察羽数は， l～50羽の範囲であった

が， 2～4羽の範囲で観察された例が最も多か

った。

コサギ ；本種はよく目立つためか，観察報

告が多く，19地区から30例の報告があった。

それらの地域は図3に示した。それによると，

前2種に比較して，県中央部の海岸寄りの平

野部に観察地点が多くなっている。

観察された環境をみると，河川12例，水田

11例，潟湖7例，その他2例で，ゴイサギや

アオサギに比較して水田での観察例が最も多

かった。また，報告された個体数をみると，

1～ 50羽の範囲であったが，これを月別に1

例当り平均羽数でみると， 5月（ 5例〕 5.8

羽， 6月（ 7例）27.0羽， 7月（ 3例）10.3羽

8月（ 8例 ）27 .o羽， 9月（ 5例） 19.4羽で
（観察月不明が外に2例あり），繁殖がほぼ終



了したと思われる8～9月にかけて観察羽教

が多かった。

アマサギ ；近年県内ではよく観察されるよ

うになった種であるが，今回の調査では次の

4地域から6例の報告を受けたに留まった：

豊栄市福島潟（ 8月，10羽〉．北蒲安田町（ 8 

月，13羽〉，五泉市（ 9月，10羽），新潟市（6

月，10羽〉。これらの観察された環境は福島

潟以外はすべて水田であった。

チュウサギ ；；本種の観察は，次の3地域か

ら3例の報告があった；北蒲安田町（ 8月，

3羽） ，新潟市（ 7月，？羽〉，上越市（ 4 

月，2羽）。新潟市では鳥屋野潟で，外の2

地域ではいずれも水田で観察されている。

ダイサギ ；5～ 8月の繁殖期に次の4地域

から6例の報告があった ；豊栄市（8月，17

羽〉，北蒲安田町（ 8月，2羽〉 ，新潟市（ 6～ 

7月， l羽），長岡市（ 5月，1羽〉。これ

らの観察された環境をみると，福島潟，鳥屋

野潟，佐潟などの潟で多〈観察されている。

本種の県内における・繁殖はまだ確認されてい

ない。阿賀野川や信濃川のサギ類コロニーでは

繁殖期に観察されたこともあり，繁殖の可能性

は高かったが，今回の調査でも確認の報告は

なかった。

その他 ；以上の外に，サギ類ということで

ササゴイとヨ シゴイについても回答が寄せら

れた。ササゴイは東蒲津川町（常浪JII ）で8

月に4羽，長岡市（信濃JII ）で6月にl羽。

ヨシゴイは新津市（？月，4羽），上越市（ ？

月，8羽〉 ，それに，西頚城青海町 （5月，

l羽〉であった。

おわりに

サギ類の繁殖コ ロニーは9カ所から報告さ

れたが，これらの中には今回初めてその存在

が知らされたものもあり，それなりに調査の

目的は達したと思われる。ただ，今回は報告

されたものをそのま支示したが，その中には

営巣の確認など，今後さらに詳しい調査を必

要とするコロニーもあるようである。

最後にアンケートにお答えいただいた会員

各位の氏名を列記し，お礼申し上げたし、。

井口智彦，伊藤卓夫，伊藤泰夫，風間辰夫

叶内拓哉，小池重人，小林桂治，小松吉蔵

斉藤久夫，斉藤泰二，佐藤一平，竹内金治

塚野金松，富田宗一，長谷川平三．村山暁

噌P瀬昭彦，吉川吉枝，吉田正雄，渡部通

渡辺範雄，渡辺弘雄，外に回答者名不明が

2通あり。 （文責；渡辺央〉

文献

1 ）日本野鳥の会（1981）；サギ類コロニー

の調査，野鳥423(12), 18～19 

表 1. 新潟県のサギ類繁殖コロニーの分布地とコロニーの内容

コロニイ湯布地 制民、よひ事競 営巣樹林 種類 機成と 羽教

1 ~回鯨S附境町 堤 一 コマサキ・(JOO羽 ア方サギ（30羽

2豊栄市 潟湖毎語潟 ヤナキ林 ゴ＇／（サギ（？）

S新津市 河川何賀郡II)ヤナキ林 コマサギ（200羽 ，’コサギ（回（羽？ 
ア？サギ（30羽， チュウサギ ） 

4燕 市 河川｜（市担HDヤナキ林 コサギ（10ト 150羽 ，可サギ(100羽，アマサギ（20～30羽

5長岡市 河川信濃川 ヤナキ林 コマサギ（3000羽，ヨサギ(JOO羽 ，チユケサギ(JO羽

6 ，， 位以也 ＼｛~ね11) スギ林 コマサギ (1500羽，アオサギ（500羽 ，コザギ（70羽

7北魚湖別油町 他i地（？） スギ林 アオサギ（37羽）

8東覇婦眠f明T アオサギ（？） ．ゴイサギ（？）

．ι・ ..、
円
ノ
臼ti
 



際に群れるミユピシギ， トウネン，夏羽から

冬羽に換羽中の，ハマシギぞキョウジョシギ

などが現れ我々の目を楽しませて〈れました。

最後には海浜の電柱にイソヒヨドリが鳴〈と

いうサービスのよさに探鳥会の約80名も十

分満足したのではないでしょうか。

秋の研修会も兼ねてシギチドリの探鳥会が

四ッ郷屋浜越前浜で行われ玄した。研修会で

はまず，小池石部吉井の「ムクドリ，コムクド

リの生態」についての研究発表がありました。

ムクドリの巣箱における繁殖状況が鳥屋野潟

周辺の地図などによりくわしく調査されてい

ました。次に風間辰夫先生のワシタカ科の繁

殖年令について講義があり，イヌワシ，オオ

タカ，ツミ，サシパ等の繁殖形態，産卵個数

伝ど具体例を出した大変参考になる説明をい

ただきました。中村登流先生からはイソシギ

の繁殖行動ゃ，鳥類生態学についての見方，考

え方の講義がありました。イソシキ・のさまざまな

生態を知ると同時に中村先生の観察力の深さ，

視点の多様さに驚くと共に生物学に対するせ

まり方を学ばせていただきました。

スライド映画ゃ，真夜中の探鳥会などもあり

楽しい一夜を過し支した。前日の疲れもなん

のその，元気に全員四γ郷屋浜に集合し，波打ち
滝上哲哉文責

トのお願いドリの嚇アンケームク

調査項目，①調査年月日

②詳しい地名

③ω群れて移動していく地点と
方向

日時の場所とおよその個体数

よろしくお願いします。あて先は事務局へ。

まっかな夕焼けの中を舞う数万羽のムクド

リの群。こんな情景に憧れて私達は，ムクド

リの生態を調べてみようと思い玄した。

いったい新潟県にはどのくらいのムクドリ

どのくらいの婚があるのでしょうか。

近〈のムクドリの時についてお知らせ下さし、。

調べ方は，日の出直後群れて飛んでくる方

向ゃ，日没前に飛んでいく方向をつきとめる

ことから始めます。そして埼につ〈ことをき

ちんと確かめます。近〈に鉄塔があればその

上に鈴なりになっていますので．探すのに役

だちます。

久石部． 小池重人告E料資

がL、て，

－·~·.‘二 ι ＇.一
円コ〈・.－~~ヲ．‘工‘．‘、...... 、．．．了ー.-. ・a・ー． ．． ， ・－：...：・，1‘、‘ー＇... : -

· －·‘~； .. ・－．・$也唾・7‘司『.. 』.·.二・・i ，· . ~！；＂·－－－ ~ -
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野の鳥たちのひびきをったえる カセットテープ

「野鳥・山河に歌う」 文化の秋刊行

先に（県支部報恥16）紹介した鳥の戸の収

録テープが，企画製作委員会の1年聞におよ

ぶ時をかけ，努力の末，この11月，ついに完成

¥, 、Tこしました。

テープは，緑の樹林に歌うオオルリとキビ

タキのカパーの中に，64種を収めた2巻のカ

セットが入っています。中のレーベルを作る

ため，昨秋より毎週水曜日に集まり，ラーメン

をすすりながら，作成した支部会員の手づく

りによるものなのです。

現代社会の多忙ななかで，愛する鳥たちにも

出会えず過ごす，会員，鳥なかまに，なんと

か，自然そのものを届けられないものであろ

うかと，委員会では考えています。

題字は，緑の中に，あざやかな青でしるさ

れ，あたかも，山の縁の葉かげを通してみる

青い大空のよう。 みなさんも， テープを部屋

で聞き，緑の山河をたずねてみませんか。

事務局磯 孝行

*Bi rd SAVER パードセイパー

鳥を事故から守りましょう。このパード

セイパーを貼ると，小鳥たちがハイタカを

恐れて，窓ガラスの前でUターンし， 衝突

を防ぐことができるということです。2枚

l組 1000円

発 85’野鳥カレンダー

野鳥の会自慢のカレンダーです。あなた

の部屋を美しい写真で飾って下さし、。 l部

1000円（会員 900円，県支部一割負担〉

【申し込み先】

ハガキで住所氏名を書き申し込みの事

0 白根市鷲ノ；木田 5555石黒方 滝ょ哲哉

o糸魚川市山寺496 伊藤卓夫

0事務局新潟市五十嵐3の町9753の26

石部久

o駅南県支部指定店光フオート

新潟市米山1丁目（北越銀行向 〉

中JII孝三にも行けば手に入ります

送料はご負担下さし、。

各日本探鳥地777

日本の探鳥地777ケ所にこの本があなた

を御案内します。jヒ海道， 東北編 1200 

円，関東，中部編 1400円， 近畿以西編

140 0円

骨パードウオッチャーのパイプ／レ

フィーノレドガイド 日本の野鳥3200円

F.G Bird of Japan 290 0円，

山野の鳥，水辺の鳥各500円

持野鳥の本が欲しいあなたに ！

バードブックカタログ84’200円

（野鳥の会が選定する 11 4冊 〉

特サングチュア リワッベン

セミ 500円

IZUMI 6 0 0円

-14ー



サンクチュアリシーノレ ウトナイ 10 0円

フクシマ 10 0円

ごードパ・ソヂ（全13種） 20 0円

ノミードマグネッ ト（全13種）2 5 0円

かわし、L、野鳥のイラスト写真をパ・yジとマ

グネットにしました。（直径40即 n ) 

パードキーホルダー（全12種）5 0 0円

その他，カワセミ，ヤマセミ，イヌワシ等

のプリントされたTシャツ，エプロン，トレ

ーナーなどもあります。もし関，心のある方は

事務局か光フオート駅南（0252)61-1416ま

で連絡下さい。

？＼ 
陣表言臆！

現在，新潟大学において，鳥類生態研究会

が活動しておりますが，おもに，校内ゃ海岸

林の鳥相を調べています。大学生の方で，鳥

学，およびバードウォッチング等に興味のお

もちの方は．連絡下さし、。

代表磯 孝行

連絡先 0252(69)4266山口荘

鳥そのはl伐〈
命生態をさぐる，

会．

V活動・内事
告影ゅ・森島~
Fメ；ty''.始悦弘
~：｝ ·'if曹~
， 制量,qt.

．耳のd’h
新潟夫学
鳥類五膏宛会
.f'i..11. ~毒析輔色刷＞Un＂＂＂叫

•1’商量1.. 干＂＂＇＇斜肉

野外スケッチ学一一づ鳥
〈フィールドノートをとろう〉 せず，具体的ではないので，ともすれば忘れ

野外に出てフィ ーノレドノートをとる場合，意 てしまいがちです。今回は初心者に見やすい

外と苦労するのが野鳥のスケッチ，形態の特 ガンカモ類のスケッチ方法を説明してみまし

徴ゃ，色彩の場所が言葉ではどうもはっきり ょう。形と色の特徴をポイントにして下さL、。

図①まず頭を描きます 図⑤オオハクチョウ首を短 図⑥ハシピロガモ

0 ' 〈太くし・少し小 首はみえないように

ι 図②次に〈ちばしを
つけま寸。

‘ρ 

~ -・ 
図＠最後に身体を描

いて完成です

例仏

図＠さくすればコハクチョウ

になります

全斗
図⑦オナガガモ 首を長め

にして下さい

~ 
p
h
u
 

図⑨マガモ

標準タイプです

坐三区

色三L
図⑩キンクロハジロ腹の

白を強調して下さい ~··· 

図⑪コガモマガモを·tj＼~ 』・
くし首が宇品、ように 号事写
図⑬カワY.，イサ

トです

くちtましヵ：ポイン

竺ョー
図⑬ヒドリガモ

じで

ふっくらとした感

令ーでフ



”11.111新潟県探鳥地散策シリーズE 1・11•.. •ll·’H’”•IHI”•·II・H・”• IHI•”イHI’”·IHI •”・｜｜叶

粟 島
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1. 島の概要

粟島は，本土から約20Km離れた，新潟県北

の海上にある周囲20h，面積約10Km2の弧島

で，地形は南北に山並みが走り，平地に乏し

い。切り立った岩壁は海岸におよび，その岩

礁が豊かな海産物を生みだし，島の産業の柱

となり，風光明美な自然は観光の目玉となっ

ている。島は東西に2つの部落があり，人口

は約 600人である。

2. 交通及び宿泊

島へは，村上市岩船港から定期船があり，

内浦港まで2時間で到着する。春から秋にか

けては船も増便し， 45分で行ける高速船もあ

る。島は民宿が多〈，あらかじめ予約してお

くと宿泊に便利である。

3. 鳥相

島の鳥相の特徴は，まず，海鳥である。西

側の岩壁及び岩礁の一部はウミネコ，ウミウ，

オオミズナギドリの繁殖地として，天然記念

物に指定され，日本海側有数の地となってい

る。この他にアカアシミズナギドリ，ハシボ

ソミズナギドリ， トウゾクカモメ，クロトウ

ゾクカモメ，シロカモメ，ウトウなど本土近

海ではまれな種が近隣の海上及び島への航路

で観察されている。

次に特筆すべきことは，日本海側を渡りの

経路とする迷鳥といわれている小鳥類が多〈

観察されることである。特に4月下旬から5

月上旬にかけて， 表玄関の内浦部落の南にあ

る畑地では，毎年観察されるムネアカタヒバ

リをはじめ，日本初記録のタカサゴクロサギ，

円 本

0 500 I.α)Om 

図1 ~匹＇~地形凶

新潟県初記録のキガシラセキレイ，シマアオ

ジ，シマノジコの他，カラスパト，アカガシ

ラサギ．シラガホオジロ，コホオアカ，キマ

ユホオジロなどが観察されている。これらは

環境庁の渡り鳥標識調査に由来するものが多

いが，まだ観察されてない希種がみられる可

能性はこれからも十分にある。例えば，真冬

の粟島はまだほとんど観察記録がない。
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